
達成

予算要求値（累積値）
③

目標 実績値（累積値）

※　下段〈　〉外書きは、複数の政策にまたがる予算及び複数の政策にまたがると整理できる予算であり、総額の「内数」で掲記している。
※　令和２年度に現政策体系に応じた予算の組み替えを実施済であるため、平成３１年度については予算額のみ記載している。

施策に関係する内閣の重要政策
（施政方針演説等のうち主なもの）

中期防衛力整備計画（平成３１年度～平成３５年度）
Ⅲ－３大規模災害等への対応

測定指標

１．各種災害に対して万全を期すための取組み

執行額（百万円）
0 0

＜3,900,867＞ ＜4,256,593＞

目標施策の進捗状況（実績）

【平成３１年度から令和３年度までの主な実績】
●海上自衛隊においては、以下の項目を実施した。
・哨戒ヘリコプター（ＳＨ－６０Ｋ）搭載電子機器整備用構成品の整備を実施した。
・哨戒ヘリコプター（ＳＨ－６０Ｋ）の補用エンジンを整備した。
・機体定期修理及びエンジンオーバーホールを実施した。
・機能部品を再使用可能な状態とするための役務を実施した。
・各種作戦の効果的な遂行による周辺海域の防衛や海上交通の安全確保等を実施し得るようにするため、搭
載武器等を着実に整備し能力を発揮し得るような態勢を維持・構築した。
・海上自衛隊における部隊運用機能の向上を図るため、補給処、造補所、部隊等の運営、施設機械等の維持、
艦船の行動、爆発兵器類の処理、弾薬類の維持等に必要な材料等の購入等を実施した。
●陸上自衛隊においては、以下の項目を実施した。
・多用途ヘリコプター（ＵＨ－２）を整備した。
・輸送ヘリコプター（ＣＨ－４７ＪＡ）３機を計上した。
●航空自衛隊においては、以下の項目を実施した。
・輸送機（Ｃ－２）、救難ヘリコプター（ＵＨ－６０Ｊ）及び空中給油・輸送機（ＫＣ－４６Ａ）を取得し、輸送力の向上
を図った。

その他の装備品等
（延命処置・機能向
上を含む。）（関連
シート①、②、③）

③

目標 実績値（累積値） 参考値 目標値

達成

0 0

△＜47,313＞ ＜35,894＞

合計（a＋b＋c）
0 0

＜3,960,527＞ ＜4,300,810＞

＜3,542,827＞ ＜3,650,566＞ ＜3,596,545＞ ＜3,611,900＞

達成すべき目標

①大規模災害等発生時、所要の部隊を迅速に輸送・展開し、初動対応に万全を期するとともに、必要に応じ、対応態
勢を長期間にわたり維持
②被災者や被災した地方公共団体のニーズに丁寧に寄り添った対応をするとともに、関係機関等と適切に連携・協力
し、人命救助、応急復旧、生活支援等を実施

施策の予算額・執行額等

区分 平成３１年度 令和２年度 ３年度 ４年度

予算の
状況

（百万円）

当初予算（a）

補正予算（b）
0 0

＜357,274＞ ＜668,371＞

繰越し等（c）

平成３１年度から令和３年度までの実施施策に係る政策評価書
（防衛省３１～３－⑩）

施策名 大規模災害等への対応

施策の概要

   大規模災害等の発生に際しては、国民の生命・身体・財産を守るため、所要の部隊を迅速に輸送・展開し、初動対
応に万全を期するとともに、必要に応じ、対応態勢を長期間にわたり持続する。また、被災者や被災した地方公共団
体のニーズに丁寧に対応するとともに、関係機関、地方公共団体及び民間部門と適切に連携・協力し、人命救助、応
急復旧、生活支援等を行う。

0 0 0 0

４年度 ５年度

２機（２機） －（２機） ２機（４機）
５機

２機（２機） －（２機） ２機（４機） －（４機）

平成３１年度輸送機（Ｃ－２）の整備
（５機）

参考値 目標値

達成
新多用途ヘリコプターの
導入（３４機）

平成３１年度 令和２年度 ３年度 ４年度 ５年度

６機（６機） －（６機） ２０機（２６機）
３４機 ③

予算要求値（累積値） ６機（６機） －（６機） ２０機（２６機） －（２６機）

令和２年度 ３年度



達成

達成

達成

③

施策の進捗状況（実績） 目標

【平成３１年度から令和３年度までの主な実績】
●平成３１年度における対応状況は以下のとおり。
　急患輸送：３６５件　捜索救助：１２件　消火活動：４６件　風水害・震災への対応：７件　その他：１９件
　なお、同年に発生した８月の前線に伴う大雨（九州北部豪雨）に係る災害派遣においては、現地活動人員延
べ約７，５００人（後方活動も含めた人員延べ約３２，０００名）、艦艇延べ約３０隻、航空機延べ約５０機を、同年
９月に発生した令和元年房総半島台風に係る災害派遣(台風第１５号）では、現地活動人員延べ約５４，０００人
（後方活動も含めた人員延べ約９６，０００名）、艦艇延べ約２０隻、航空機延べ約２０機を、同年１０月に発生し
た令和元年東日本台風に係る災害派遣(台風第１９号)では、現地活動人員延べ約８４，０００人（後方活動も含
めた人員延べ約８８０，０００名）、艦艇延べ約１００隻、航空機延べ約１，６１０機を、令和２年１月に発生した新
型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る災害派遣では、現地活動人員約延べ８，７００人（後方活動も
含めた人員延べ約２０，０００名）派遣し対応に当たった。また令和元年４月以降、１２県１８市町村における山林
火災に係る災害派遣では、人員延べ約６１，０００名、車両延べ約５２０両、航空機延べ約１８０機を派遣し消火
活動の対応に当たった。さらには、令和元年４月以降、４県８市町村における特定家畜伝染病（豚熱）に係る災
害派遣では、人員延べ約１１，１００名、車両延約１，６９０両を派遣し、豚の殺処分等の対応に当たった。
●令和２年度における対応状況は以下のとおり。
　急患輸送：３４９件　捜索救助：７件　消火活動：３３件　風水害・震災への対応：１１件　その他：１３１件
　なお、同年に発生した令和２年７月豪雨に係る災害派遣においては、現地活動人員延べ約６１，０００人（後方
活動も含めた人員延べ約３５０，０００名）、艦艇延べ４隻、航空機延べ約２７０機、車両延べ約１３，０００両を派
遣し、人命救助、道路啓開、生活支援等の対応に当たった。また令和２年３月から５月の間、新型コロナウイル
ス感染症の水際対策強化に係る災害派遣においては、現地活動人員延べ約８，７００人、車両延べ約１，５００
両を派遣し、検疫支援、宿泊療養者に対する緊急支援、輸送支援等の対応に当たった。さらには、令和２年１１
月から令和３年２月の間、１１県における鳥インフルエンザに係る災害派遣においては、人員延べ約３４，０００
名、車両延べ約４，２００両を派遣し、鳥の殺処分等の対応に当たった。
●令和３年度における対応状況は以下のとおり。
　急患輸送：３１５件　捜索救助：５件　消火活動：２４件　風水害・震災への対応：９件　その他：３０件
　なお、同年に発生した令和３年７月１日からの大雨に係る災害派遣においては、現地活動人員延べ約１１，０
００人（後方活動も含めた人員延べ約２７，０００名）、航空機延べ約３０機、車両延べ約３，５００両を派遣し、人
命救助、道路啓開等の対応に当たった。

緊急患者の輸送、
消火支援、自然災
害、特殊災害（原子
力災害）への対応

③

施策の進捗状況（実績） 目標

【平成３１年度から令和３年度までの主な実績】
●平成３１年度においては以下のとおり防災訓練を実施したほか、地方公共団体が主催する防災訓練に参加
し、緊密な連携・協力体制の強化に努めた。
　・自衛隊統合防災演習（ＪＸＲ）（令和元年５月）の実施
　・離島統合防災訓練（ＲＩＤＥＸ）（令和元年９月）の実施
　・日米統合防災訓練（ＴＲＥＸ）（令和２年２月）の実施
　・政府主催の各種防災訓練（令和元年９月防災の日総合防災訓練等）への参加
●令和２年度においては以下のとおり防災訓練を実施したほか、地方公共団体が主催する防災訓練に参加
し、緊密な連携・協力体制の強化に努めた。
　・日米共同統合防災訓練（ＴＲＥＸ）（令和３年２月）の実施
　・政府主催の各種防災訓練（令和２年９月防災の日総合防災訓練等）への参加
●令和３年度においては以下のとおり防災訓練を実施したほか、地方公共団体が主催する防災訓練に参加
し、緊密な連携・協力体制の強化に努めた。
　　・自衛隊統合防災演習（ＪＸＲ）（令和３年５月）の実施
　　・離島統合防災訓練（ＲＩＤＥＸ）（令和３年１１月）の実施
　　・日米統合防災訓練（ＴＲＥＸ）（令和４年２月）の実施
　　・政府主催の各種防災訓練（令和３年９月防災の日総合防災訓練等）への参加

地方公共団体との
連携した訓練の実
施、計画の策定を推
進

③

測定指標

評
価
結
果

目標達成度合い
の測定結果

（各行政機関共通区分） ③相当程度進展あり

（判断根拠）

●輸送機（Ｃ－２）の整備、新多用途ヘリコプターの導入等、目標としていた機数の整備に向け
て計画的に実施しており、目標に向かって着実に進展している。

以上のことから、相当程度進展ありと判断した。

施策の進捗状況（実績） 目標

【平成３１年度から令和３年度までの主な実績】
●平成３１年度においては、台風第１５号における家屋被害状況の確認、台風１９号における災害廃棄物集積
所の全景撮影等を実施した。また、山梨県道志村行方不明者捜索(９月２６日～２８日)における行方不明者捜
索等に活用した。なお、平成３１年度に１８６式（３７２機）を配備した。
●令和２年度においては、７月豪雨における被害状況の情報収集や行方不明者の捜索活動等を実施した。ま
た、北海道函館市恵山における行方不明者捜索(５月１７日～１８日)等に活用した。なお、令和２年度に１０２式
（１０２機）を新規調達した。
●令和３年７月１日からの大雨における人命救助活動に活用した。

災害用ドローンなど
を活用した対処態勢
の強化



次期目標等への
反映の方向性

①大規模災害等発生時、所要の部隊を迅速に輸送・展開し、初動対応に万全を期するとともに、必要に応じ、対応態勢を長期間に
わたり維持
　令和２年７月豪雨に係る災害派遣、新型コロナ感染症の水際対策強化に係る災害派遣、鳥インフルエンザにかかる災害派遣、
緊急患者輸送等、引き続き、大規模災害等発生時に所要の部隊等を展開し、国民の生命・身体・財産を守るため、初動対応に万
全を期するとともに、対応態勢を長期間にわたり持続できるよう取り組んでいく。

②被災者や被災した地方公共団体のニーズに丁寧に寄り添った対応をするとともに、関係機関等と適切に連携・協力し、人命救
助、応急復旧、生活支援等を実施
　地方公共団体が主催する防災訓練に参加し、緊密な連携・協力体制の強化、また、行方不明者捜索に災害用ドローンの活用や
整備など、引き続き、関係機関等と連携協力し、人命救助等に取り組んでいく。

評
価
結
果

※　「測定指標の達成欄」及び「評価結果」の「（各行政機関共通区分）欄」については、達成状況を以下の５段階区分の数字を記入。
　　①目標超過達成、②目標達成、③相当程度進展あり、④進展が大きくない、⑤目標に向かっていない

学識経験を有する者
の知見の活用

施策は順調に進展しており、特に意見なし。

政策評価を行う過程に
おいて使用した資料そ

の他の情報

○　防衛省ホームページ
○　防衛白書（令和元年～３年）
○　我が国の防衛と予算（平成３１年～令和３年）

施策の分析

●各目標に対して、以下の取組により施策の進捗に寄与
　・輸送機（Ｃ－２）４機、輸送ヘリコプター（ＣＨ－４７ＪＡ）３機及び多用途ヘリコプター（ＵＨ－２）２６機の計上による目標達成に向
けた着実な配備の実施
　・各種装備品等の着実な整備
　・各種災害派遣に対する適切な対応の実施
　・防災訓練の実施及び地方公共団体が主催する防災訓練への積極的な参加
　・災害ドローンの取得

担当部局名 整備計画局、統合幕僚監部及び防衛装備庁 政策評価実施時期 令和４年６月


